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決まりはないけど 

差別はやめようね     
 

●地元アクセントに注目？ 

近、地名の地元アクセントや発

音がテレビで取り上げられる

ようになりました。「茨城」は、

「いばらぎ」ではなく「いばら

き」と、あるドラマが強調していました。

愛知県の岡崎は、「おか
．
ざき」ではなく地元

では「おかざき」なのだそうです。ワタシ

の体験では、群馬県の前橋は、地元では「ま

えばし」、東京では「ま
．
えばし」でした。 

東北地方に住んでいるワタシたちは、共

通語アクセントとはちがう地元アクセント

にたくさん出会います。地名も例外ではあ

りません。そのアクセントは昔から、「訛っ

てる」とか言われて見下されて来ました。

でも、少し丹念に調べてみると、意外なほ

ど理に叶ったアクセントが多いんですよ。 

 

●理に叶った東北地名アクセント 

えば「秋田」「青森」は、「あ
．
き

た」「あお
．
もり」が共通語アク

セントです。でも、地元には「秋

田県」「青森県」と言う時の「あ

きた
．
」「あおもり

．
」が残ってます。「あ

．
きた」

「あお
．
もり」に「けん」をつけて話してみ

ましょう。変でしょ？ 「あきた
．
」「あおも

り
．
」は、ある意味では自然なアクセントな

んです。仙台は「せ
．
んだい」より、英語読

みの「Sendai（センダ
．
ァ

イ）」の方が古いアクセン

トに近いかもしれません。 

岩手県に宮古という市

があります。「み
．
やこ」が

共通語ですが、古い地元アクセントは「都

（みやこ）」です。「都」を「み
．
やこ」と読

む方が、むしろ不自然とは思いませんか？ 

気仙沼には、「沼」の「ぬま
．
」のアクセン

トが生きていました。「けせんぬま」じゃな

く「けせんぬま
．
」です。ちゃんと「沼」の

アクセントが生きてますよね。「ぬま」を改

め、「ぬま
．
」とちゃんと言いましょう。 

大船渡は、「おおふ
．
なと」じゃなく「おお

ふな
．
と」です。「おおふな（ね）・わたり」

と読んでみてください。多くの人はたぶん、

「わ」か「な（ね）」にアクセントがつくと

思います。少なくとも、「ふ」にアクセント

はつきませんよね。神奈川県の大船を「お

おふ
．
な」と言ったら、やっぱり変でしょ？ 

そのほかは、次の機会にします。 

 

●アクセントのちがいで差別しない 

名アクセントは、ニューヨーク

が「ニューヨ
．
ーク」でも「ニュ

．．

ー
．
ヨーク」でも良いように、正

しいアクセントなんてありま

せん。ナンでも良いっちゃ、良いんです。

「ロンドン行って来た」「ロンドン？」の二

つのロンドンだって、アクセントはちがい

ます。でも、ひとつだけ言えるのは、アク

セントのちがいで差別し合わないことです。 
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